
            

             新年あけましておめでとうございます。
　　　　　　　　　　　　　市民の皆様には、本年も新型コロナウイルス感染症の一日も早い収束を願　　　　
　　　　　　　　　　　　いながら、新年をお迎えのことと思います。
　　　　　　　　　　　　　昨年中は、保護者や市民の方々のご理解とご協力により、感染症防止対策
　　　　　　　　　　　　と学校教育活動との両立ができましたことに、厚くお礼を申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　今年の干支は、穏やかで温厚な性質で福を集めると言われる卯（兎）です。　　　
　　　　　　　　　　　　本年、卯年にふさわしく、市内の子どもたちが心優しく仲間を大切に、そし
　　　　　　　　　　　　て様々なことに挑戦し飛躍する年となることを願っています。そのためにも、
　　　　　　　　　　　　教育委員会職員一人一人がそれぞれの教育課題に、誠実かつ粘り強く取り組　　　
　　　　　　　　　　　　んでまいります。
　　　　　　　　　　　　　さて、昨年は、児童生徒一人一台端末の整備から、各学校の先生方のご尽　　
　力により、授業等での活用が進みました。本年も、ICTを活用し、子どもたち一人一人の学習進度や
　理解度に対応した多様な学びを充実してまいります。
　　一方で、近年本市の子どもたちの自己肯定感が向上しているという調査結果が出ています。「自分　　
　にも良いところがある」「自分も人の役に立つことがある」等の肯定的な回答が明らかに増えていま　
　す。各学校では、教科等の学習はもちろんのこと、様々な体験活動や地域とのつながりのある活動等
　を意図的に取り込み、子どもたちが自ら考え判断する機会を設定しています。このような取組の成果
　が、少しずつ子どもたちの心の変容につながったと考えています。
　　本年は、様々な体験活動とICTをバランス良く取り入れた教育活動を充実させたいと思います。　
　そして、このような活動を通して、一人一人の子どもたちを鍛え伸ばす多様な学びを展開してまいり
　たいと存じます。保護者・市民の皆様には、本年も本市教育の更なる充実に向けて、ご理解とご支援　
　をどうぞよろしくお願い申し上げます。
　令和５年　新春　　　　　　　　　　                                 　　　教育長　有本 明彦

－令和５年１月　《第４４号》－

【津山市教育委員会】
　　〒708-8501　津山市山北520
         電    話：0868-32-2112（教育総務課）
         Ｅメール：kyouiku@city.tsuyama.lg.jp

　　新年のごあいさつ　「体験とICTをバランス良く取り入れ　
　　一人一人の子どもたちを　鍛え伸ばす多様な学び」を推進します
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 教育委員会では、『蘭学・洋学三津（さんしん）

同盟』（津山市・大分県中津市・島根県津和野町）

の締結を踏まえ、教育分野において、郷土の歴史等

について、学校間交流を行い、お互いの郷土に誇り

と愛着をもつ子どもたちの育成を図っています。   

 １２月６日に林田小学校６年生と中津市立北部小

学校６年生、１２月８日に鶴山小学校６年生と津和

野町立津和野小学校６年生が、お互いの学校や郷土

の歴史、文化についてオンラインで紹介し合いまし

た。児童たちは、学校の様子や洋学についてわかり

やすく紹介したり、お互いの学校生活等についての

質問をしたりして楽しい時間を過ごしていました。
【鶴山小学校と津和野小学校とのオンライン授業】

三津同盟の学校間交流を林田小学校と鶴山小学校が行いました！



国の生徒指導提要が改訂されました

 「生徒指導提要」とは、生徒指導の理論や考え方、実際の指導方法等について時代の変化
に即して網羅的にまとめ、生徒指導に関する学校・教職員向けの基本書として文部科学省が
作成したものです。この度、12年ぶりに改訂され、令和4年12月に改訂版が公表されました。
以下に内容をご紹介します。

（１）近年のいじめや暴力行為の発生件数、不登校児童生徒数、児童生徒の　
　　自殺者数が増加傾向にあるなど、生徒指導上の課題の深刻化への対応　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）個別の重要課題を取り巻く関連法規等の変化の反映
　※平成22年に作成されて以降、「いじめ防止対策推進法」「義務教育の段階における普通教育に相当す
　　る教育の機会の確保等に関する法律」等が施行され、それらに応じた必要な対応を反映。

（３）生徒指導の概念・取組の方向性等を再整理
　※①「生徒指導の基本的な進め方」、②「個別の課題に関する児童生徒への対応」
　　の２部で構成

◆校則の運用・見直しについて

 制定後一定期間が経過し、意義を適切に説明できな
いような校則は見直しを行うこととし、校則の内容を
学校内外で参照できるよう学校Webサイト等に公開し
ておくことが適切とされました。

◆新しい個別課題に関する児童生徒への対応について

 発達障害や性的マイノリティーに関する理解と対応
についても新たに追加。また、インターネットをめぐ
る課題への対応等も盛り込まれています。

 　　
　　 小・中学校講師、英語支援員
            スクールヘルパー、業務アシスト員
　子どもたちの成長を支援したい方、学校現場
への復帰を考えている方など、まずはお問い合
わせください。
【応募資格】
◇小・中学校講師
 ⇒ 該当する教員免許状を所有している
◇英語支援員
 ⇒ 英検準２級相当以上の資格や技能を 
 持っている
◇スクールヘルパー
 ⇒ 教員免許状の有無は問わない
◇業務アシスト員
 ⇒ 教材の印刷など事務補助
【申込・問合せ】
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ICT活用推進員が県外視察を行いました

 今年度より津山市のICT教育を推進するため、津山市内
小中学校の教員にICT活用推進員を委嘱しており、１２月
９日（金）には、国立大学法人東京学芸大学附属竹早小中
学校の授業でのICT活用の視察を行いました。
 竹早小学校ではICT機器の実証実験中で、壁一面の巨大
なスクリーンなどにより児童生徒が活発に意見の交流を
行っている授業等を見学し、最新のICT教育環境と機器の
効果的な活用について学びました。

学校で働きませんか？

随時募集中

１．改訂の背景・目的

２．改訂のポイント 津山市内の小中学校でも
校則等の見直しが進んでいます！！

○今年度見直しを行う（行った）市内の学校
　　　小学校　25／27校　（約９３％）
　　　　※昨年度見直しを入れると１００％　
　　　中学校　8／8    校　（１００％）

○ＨＰに校則を掲載している市内の学校
　　　小学校　16／27校　（約59%）
　　　中学校　5／8　　校　（約63%）

本市「校則等の見直し状況調査（11月末時点）」より

∼PickUP∼　勝北中、久米中では制服の見直しを行います！！
 勝北中学校と久米中学校では、生徒主導による、制服の見直しが行われました。
 生徒・教職員や保護者で協議を重ね、令和５年度から男女の区別なく着ることがで
きる新しい制服を導入します。

勝北中HP 久米中HP


